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木
造
住
宅
の
耐
震
化
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

長
浜
市
総
合
防
災
訓
練
関
連
行
事

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
考
え
よ
う

地
震
防
災
の
意
識
を
高
め
る
場
と
し
て
、
実
際
に
被
災
さ

れ
た
人
の
体
験
談
や
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
補
強
方
法

な
ど
、
将
来
に
起
こ
り
う
る
大
地
震
へ
の
対
策
の
必
要
性
を

身
近
な
問
題
と
し
て
考
え
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
に
向
け
た

啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
セ
ミ
ナ
ー
の
ほ
か
に
、
耐
震
改
修
個
別
相

談
会
も
開
催
し
ま
す
。
建
築
の
専
門
家
が
個
別
に
お
答
え
し

ま
す
。

【
と
　
き
】
10
月
21
日(

日)

            

セ
ミ
ナ
ー

            

９
時
45
分
〜
11
時
20
分(

９
時
15
分
受
付
開
始)

            

個
別
相
談
会

            

11
時
10
分
〜
11
時
45
分

【
と
こ
ろ
】
び
わ
北
小
学
校(

益
田
町)

【
定
　
員
】
セ
ミ
ナ
ー
　
60
人

            

個
別
相
談
会
　
若
干
人

【
参
加
費
】
無
料

【
対
　
象
】
住
宅
の
耐
震
化
に
関
心
の
あ
る
人
　

【
申
込
み
】
セ
ミ
ナ
ー
は
不
要
。

個
別
相
談
会
は
事
前
に
電
話
で
担
当
課
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

開
発
建
築
指
導
課

☎
６
５
ー
６
５
４
３

冬
眠
前
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出
没
が
多
く
な
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
山
際
な
ど
生
息
域
の
近
く
で
は
次
の
こ
と
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
早
朝
、
夕
刻
の
外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
、
夕
刻
〜
早
朝
に
か
け
て
活
発
に
活
動

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
間
帯
で
の
散
歩

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
外
出
は
で
き
る
だ
け
控
え
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
外
出
の
際
に
は
鈴
な
ど
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
、
本
来
臆
病
な
動
物
で
、
通
常
は
人
間

を
避
け
て
行
動
し
て
い
ま
す
が
、
不
意
に
出
会
う
と
攻
撃
し

て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
外
出
や
農
作
業
等
の
際
に
は
鈴

や
ラ
ジ
オ
な
ど
を
付
け
、
音
で
人
が
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る

と
と
も
に
、
で
き
る
だ
け
複
数
で
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

○
生
ご
み
や
放
置
果
樹
・
野
菜
を
除
去
し
ま
し
ょ
う

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
餌
を
求
め
て
人
里
に
出
没
す
る
こ
と
が

多
い
こ
と
か
ら
、
人
家
付
近
に
引
き
寄
せ
な
い
た
め
に
も
、

家
庭
ご
み
や
生
ご
み
は
ケ
ー
ス
に
入
れ
る
な
ど
し
て
管
理
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
収
穫
せ
ず
放
置
さ
れ
て
い
る
柿
な
ど

の
果
樹
や
野
菜
は
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

○
し
っ
か
り
と
戸
締
り
を
し
ま
し
ょ
う

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
建
物
に
侵
入
し
な
い
よ
う
、
住
宅
や
事

業
所
は
も
ち
ろ
ん
、
空
き
家
や
納
屋
、
物
置
な
ど
の
戸
は
閉

め
て
く
だ
さ
い
。
施
錠
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
安
心
で
す
。

目
撃
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
を
人
里
で
目
撃
さ
れ
た
場
合
は
、
最
寄
り

の
警
察
署
ま
た
は
市
役
所
ま
で
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
お
聞
き
す
る
主
な
内
容
】

①
通
報
者
の
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先

②
目
撃
し
た
場
所
、
時
間
、
状
況

③
目
撃
し
た
数
、
大
き
さ
、
移
動
し
た
方
向
、
特
徴
な
ど

・
長
浜
警
察
署

☎
６
２
ー
０
１
１
０

・
木
之
本
警
察
署

☎
８
２
ー
３
０
２
１

・
森
林
整
備
課

☎
６
５
ー
６
５
２
６

・
北
部
農
林
振
興
事
務
所

☎
８
２
ー
５
９
０
２

ク
マ
出
没
情
報
の
メ
ー
ル
配

信
を
長
浜
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
登
録
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■問
森
林
整
備
課(�☎�
６
５
ー
６
５
２
６
）

■問
開
発
建
築
指
導
課(�☎�
６
５
ー
６
５
４
３
）

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

▲登録はこちらから

■問
税
務
課(�☎�
６
５
ー
６
５
２
４
）

不
動
産
合
同
公
売
の
お
知
ら
せ

市
税
等
の
滞
納
に
よ
り
差
押
え
た
不
動
産

の
公
売
を
、
滋
賀
県
や
他
市
町
と
と
も
に
不

動
産
合
同
公
売
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

【
と
　
き
】
10
月
16
日(

火)

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

【
入
札
会
場
】
滋
賀
県
湖
東
合
同
庁
舎
内
　
滋
賀

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
３
階
研

修
室(

彦
根
市
元
町)

【
参
加
資
格
】
国
税
徴
収
法
で
参
加
を
制
限
さ
れ

て
い
る
人
を
除
き
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ

い
。
な
お
、
公
売
は
中
止
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
と
は
、
年

金
保
険
者
が
市
県
民
税
を
公
的
年
金
か
ら

差
し
引
い
て
市
に
納
入
す
る
制
度
で
、
新

た
に
税
負
担
が
生
じ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

○
対
象
と
な
る
人

４
月
１
日
現
在
、
65
歳
以
上
の
年
金
受

給
者
で
、
前
年
中
の
公
的
年
金
所
得
に
か

か
る
市
県
民
税
の
納
税
義
務
が
あ
る
人

※
法
令
等
で
定
め
ら
れ
る
一
定
の
要
件
を

満
た
さ
な
い
場
合
に
は
、
特
別
徴
収
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
本
人
の

申
し
出
で
、
特
別
徴
収
を
停
止
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
対
象
と
な
る
市
県
民
税
額

公
的
年
金
所
得
に
か
か
る
市
県
民
税
額

※
給
与
所
得
や
事
業
所
得
等
に
か
か
る
市

県
民
税
額
が
あ
る
場
合
、
別
途
、
給
与

か
ら
の
特
別
徴
収
、
ま
た
は
納
付
書
、

口
座
振
替
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
引
き
落
と
し
さ
れ
る
年
金

老
齢
基
礎
年
金
、
ま
た
は
昭
和
60
年
以
前

の
制
度
に
よ
る
老
齢
年
金
、
退
職
年
金
等

※
障
害
年
金
お
よ
び
遺
族
年
金
等
の
非
課

税
年
金
は
対
象
外
。

○
徴
収
時
期
と
徴
収
税
額

今
年
度
か
ら
新
た
に
特
別
徴
収
と
な
る

人
は
、
10
月
支
給
の
年
金
か
ら
引
き
落
と

し
が
始
ま
り
ま
す
。
【
表
１
】

２
年
目
以
降
の
人
に
つ
い
て
は
、
４

月
・
６
月
・
８
月
の
年
金
給
付
か
ら
前
年

度
年
税
額
の
６
分
の
１
相
当
額
ず
つ(

仮
徴

収
額)

徴
収
さ
れ
ま
す
。
10
月
以
降
の
年
金

給
付
か
ら
は
、
年
税
額
か
ら
仮
徴
収
額
を

差
し
引
い
た
残
額
が
３
回
に
分
け
て
徴
収

さ
れ
ま
す
。
【
表
２
】

※
公
的
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
る
市
県
民

税
額
は
、
６
月
中
旬
に
送
付
し
た
「
市

民
税
・
県
民
税
納
税
通
知
書
」
等
で
通

知
し
て
い
ま
す
。

○
口
座
振
替
登
録
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

特
別
徴
収
の
開
始
後
、
市
県
民
税
額
の

変
更
や
市
外
へ
の
転
出
等
に
よ
り
、
特
別

徴
収
が
中
止
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

改
め
て
、
要
件
を
満
た
し
て
特
別
徴
収
が

再
開
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
ご
自
身
で
市

県
民
税
を
納
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
県
民
税
の
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め

に
、
特
別
徴
収
の
人
も
、
口
座
振
替
の
登

録
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
滞
納
整
理
課
（�
☎�
６
５
ー
６
５
１
７
）

公
的
年
金
か
ら
の
市
県
民
税
の
引
き
落
と
し(

特
別
徴
収)

に
つ
い
て

■問
環
境
保
全
課(�☎�
６
５
ー
６
５
１
３
）

10
月
28
日(

日)

は
ゴ
ミ
の

持
込
み
が
可
能
で
す

ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ
、
ク
リ
ー
ン
プ
ラ

ン
ト
お
よ
び
伊
香
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
で
ゴ

ミ
の
持
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間

８
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時
30
分

◆
次
回
の
持
込
み
受
付
予
定
日

11
月
25
日(

日)

年金特別徴収が初年度の人

納付月 ６月 ９月 10月 12月 翌２月

納税方法 ご自身で納付 年金特別徴収

徴収税額の算出方法 年税額の１／４ 年税額の１／６

税額 15,000円 15,000円 10,000円 10,000円 10,000円

すでに年金特別徴収されている人(２年目以降の人)

納付月 ４月 ６月 ８月 10月 12月 翌２月

納税方法 年金特別徴収(仮徴収) 年金特別徴収(本徴収)

徴収税額の算出方法 前年度年税額の１／６ （平成30年度年税額－仮徴収額）の１／３
税額 10,000円 10,000円 10,000円 20,000円 20,000円 20,000円

【表１】平成30年度の市県民税額が６万円(年金所得のみ)で、新たに年金特別徴収が始まる人の場合

【表２】平成30年度の市県民税額が９万円(前年度年税額は６万円かつ年金所得のみ)で、すでに年金
特別徴収されている人の場合


